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城西大学

２１

ただし、社会連携・社会貢献について大学全体として統制のとれた活動が実現し

ていないことや、その適切性を検証する責任主体・プロセスの整備について不十分

な点があることを課題として認識しているため、今後の改善に期待したい。

＜提言＞

一 長所として特記すべき事項

１）貴大学の社会連携・社会貢献は、地域課題の解決に行政や地域と連携しながら学

生が自主的、主体的に取り組んでいる。特に「高麗川プロジェクト」は学生によ

る川岸の清掃ボランティアから始まり、高麗川という地域のシンボルを共通の切

り口に学部横断でさまざまな展開を見せている。例えば、埼玉県の進める「川の

まるごと再生プロジェクト」に活動が選定され、川沿いの「高麗川ふるさと遊歩

道」の延伸につながった。そのほか、現代政策学部による高麗川周辺の休耕地を

利用した農作物の栽培など、地域と連携し、その活性化に寄与している。地域住

民との交流を通じた学生自身の教育効果も認められ、評価できる。

９ 管理運営・財務

（１）管理運営

＜概評＞

管理運営に係る方針として、「明確な意思決定プロセスや権限、責任体制のもと、

持続的な発展を見据えた大学運営を行う」をはじめとする４項目を明確に定め、ウ

ェブページにおいて公開している。

教学組織としての大学における意思決定は「執行部会議規程」により「執行部会

議」、法人組織の意思決定は「学校法人城西大学常務理事会規程」により常務理事

会の議を経て、「学校法人城西大学理事会規則」により理事会において審議・決定

するとされており、それぞれの権限と責任は明確である。また、教学組織と法人組

織との間において、重要事項の周知・徹底、情報の共有及び調整を要する事項の意

見聴取等を行うため、「学校法人城西大学法人連絡会」が置かれている。学長及び

副学長の職務に係る事項は業務規則に規定されているものの、学部長及び研究科長

の職務は規程上必ずしも明確ではない。予算、人事、学事、その他の意思決定プロ

セスについては、必要に応じてフローチャート図で明示するとしている。

大学の教育・研究を支えるための事務組織を設け、事務職員の資質向上に向けて、

定期的な研修会に加えて外部の研修会・セミナー等への派遣も行っている。しかし、

事務職員の昇格は、給与規程に定められているとしているが、これは給与について

の定めであり、昇格の要件や手続を規定したものではない。
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Citrus limonoid nomilin inhibits osteoclastogenesis in vitro by 
suppression of NFATc1 and MAPK signaling pathways. 
Yoshifumi Kimira , Yuri Taniuchi , Sachie Nakatani ,�Yuusuke Sekiguchi , Hyoun Ju
Kim , Jun Shimizu , Midori Ebata , Masahiro Wada , Akiyo Matsumoto , Hiroshi 
Mano Phytomedicine 22, 1120-1124 (2015)
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